
5145 久楽
くらーく
の世界の旅：イタリア南部・ランドマークが少ない 

 

南下すればするほど、ランドマークらしきものは、何もない。 

ローマ帝国の都市として繁栄していたポンペイ、⻄暦 79 年、ヴェスヴィオス⼭が⼤噴⽕。 

街は⼤量の⽕⼭灰と軽⽯に埋もれたポンペイ、栄枯盛衰。 

よく保存されていた。その関係資料も⾒た。今回は通過を選択した。 

⾒⽅によっては、退屈な光景が続くが、そこは創意⼯夫して、楽しむことに専念した。 

平凡な⽇常？ ⼈様との出会いも、楽しく、⾯⽩く⼯夫するのが久楽
くらーく

流。 

 

 

   

 

 

 
 



世界は広い。⻄オーストラリア、パースから、ダーウィンまで往復したことがある。 

何もない、まっすぐな道がつづく。⽇によっては、800 キロ移動。 

⽇本でも、⼀時、京都鎌倉を往復したことも度々。往復約 900 キロ。臨機応変。 

イタリア周遊、⻑期のひとり旅である。まして、道路状況も、いろいろな環境、状況も違う。 

何よりも、体調や、⼼⾝のバランス、⽣活、旅のリズムが⼤切。 

海を⾒れば、海にアクセス。興味の対象は広範囲。道草、脇道に⼊ることが多い。 

今回も、時間だけは、充分にとっている、ありがたいソロの旅。 

 

 

 

   

 

 

 

 


